
     ア ン ネ マ リー ・シ ュ ヴ ァル ツ ェ ンバ ハ に お け る反 ナ チ ス

      ― エ ー リカ 、 ク ラ ウス ・マ ン、そ して 山との 関係 ―

                                  武 田 良 材

1.エ ンガーディンの闘士

 1944年7月20日 、軍人たちの実行した、総統ア ドルフ ・ヒ トラーを爆殺 してクーデターを起

こす計画が失敗に終った、数あるヒ トラー暗殺計画のなかで最も有名なこの7月20日 事 件で、

元帥、大将含めおよそ千五百名が逮捕 され、その内およそ二百名が処刑された。処刑された一人、

アルブレヒト・ハ ウスホーファーの遺体から、拘留中に書かれた一片の詩が見つかっている。刑

務所の名前を取って 「モアビー ト・ソネッ ト」 と題 されたそれの後半を紹介する。

  そ して君は夢の中でぼくを確かめる。

  夢 の中では、もう痛 くも

  悲 しくもなかった。

  君 は うなずいて、囁 く。 もう治った?

  ぼ くは静かに横になっている。静寂の中で'L臓 が鼓動する。

  残 っている 一 感謝の気持ちが。

  その感謝はきっと

  エ ンガーデ ィンにある君の墓から引き出されている。1

 エ ンガーディンとはスイス東部、ベルニナ ・アルプス麓のサンモ リッツの町を含む大きな谷で、

「君」はこの谷を拠 点に し、先にこの世を去つていた作家 ・フォトジャーナ リス トのアンネマ リ

ー ・シュヴァルツェンバハ(1908-1942)を 指す
。地理学者ハウスホーファーはかつてシュヴ

ァルツェンバハとの結婚 を望み、1929年 に も詩を贈つたことが知られているが、友だち付き合

1Georgiadou , Aren:�Das Leben zerfetzt sich mir in tausend St�ke"Armemanze Schwarzenbach. Eine

Biographie. M�chen 1998,5.102.
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いを超えることはなかつた。2拘 留 され、暴行を受け、銃殺を待つ境遇に置かれた彼が、恋人で

も親友でもなかつたこの女性を想つたのは、彼女が印象深い反ナチスの闘士だったからではない

だろ うか。彼がここで彼女の代名詞 に用いたエンガーディンを絡めて、すなわち山との関わ りに

注 目して、反ナチス作家アンネマ リー ・シュヴァルツェンバハの人物像を浮き彫 りにす るのが本

稿の課題である。

 このような課題を設定す る理由は、後世の彼女についての評価が低かったことにある。 トーマ

ス ・マンとその子 どもたちエー リカ、クラウス らが彼女を愛 したので、知名度 こそあれ、彼女の

果たした役割についてよく知 られているのは、クラウス ・マンの亡命雑誌 「集合(Sairsrnlungj J

の出資者であったこと、「胡椒挽き」事件βの原因 となつたことの二点 くらいである。後者は彼

女が直接関与していないので評価と関わ りがなく、前者については金持 ちの道楽 と理解 している

人が多いだろ う。その通 りの認識でなかったとしても、片手間に手伝った程度と考えることがす

でに彼女を過少言剰面していることになる。

  云縮,謄 「集合」は商業的に失敗 したとはいえ、亡命者に表現の場と原稿料を提供 し、隔月で

発行 される一万部が毎号四日足 らずで売 り切れた、亡命文学を語る上で最も重要な雑誌である。

その発案者は実はクラウス ・マンでも、出版人ブリッツ ・ランツホフで もない。シュヴァル ツェ

ンバハの親友クmド ・ブルデュが着想 し、シュヴァルツェンバハは独仏両語併記にしたいと構

想 を膨 らませ、その計画を聞いたマンが乗 り気になつて実現 した とい う経緯があった。シュヴァ

ルツエンバハはフランス語の出版社を確保するため努力 したが徒労に終わ り、ランツホフが共同

出資者であるオランダのクウェー リド社か らドイツ語のみで出版 された。シュヴァルツェンバハ

の親は大富豪だったが、ともあれ 「集合」に出資するために彼女は稼がねばならなかった。それ

ばか りか両親はナチスの支援者で、「集合」の計画を聞いた父親は 「ナチスに協力するように」

と書き送ってきた。つまり彼女の反ナチス活動は、金持 ちの道楽などでなく、主体的なものだっ

た。亡命文学研究の側から見たときの彼女の魅力はその社会参加にある。

 ア ンネマ リー ・シュヴァルツェンバハ個人の魅力は語 り尽 くせない。少年を思わせる容姿、詩

情あふれる文章、富豪令嬢の自由奔放さ、政治参加、同性愛、麻薬中毒、自分探し、アメリカ、

2Miermont , Do血que Laure:Annemazze Schwarzenbach. EFrie befl�elte Ungeduld(�ersetzt V.

Susanne WiLtek)Z�ich 2008, S.54ff.
3「 胡柵免き」事件にっいてはトーマス・マンが1934年11月17日 の日記に詳しく記しているのでそこそこ

知られている。ただし注釈を含む邦訳の清報は、共産主義者とみなされたエーリカ ・マンへの右翼組織によ

る攻撃という表立つた面のみであり、シュヴァルツェンバハ家が嘘のレッテルを貼つてまで特にエーリカを

 目の敵にした理由、すなわちアンネマリー ・シュヴァルツヱンバ八とこの事件の関わりについては説明され

ていない。そのため日記のこの箇所を読んでも事件のことは不可解である。真相については後述する。トー

マス・マン 『トーマス・マン日記1933-1934』(岩 田行一 他 訳)紀 伊國屋書店1985年 、592-593頁 』
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ソ連、イスラエル、イラク、イ ラン、アフガニスタン、イン ド、アフ リカへの旅、それ もしばし

ば自ら車を運転 し、テン トに寝泊ま りしながらの冒険 これほど多彩に魅力を放つ人物は稀では

ないだろ うか、少な くとも ドイツ文学研究の対象としては、

 シュヴァルツエンバハは際立つた特権階級に属 していた。父親はスイスでも有数の資本家、母

方祖 父は第一次世界大戦時のスイス陸軍大将、母方祖母は鉄血宰相ビスマルクの従姉妹、両親の

サロンにゲーアハル ト・ハ ウプ トマン、リヒャル ト・シュトラウス、ヴィルヘルム ・フル トヴェ

ングラー、アル トゥーロ ・トスカニー二、ブルーノ ・ヴァルター、ヴィルヘルム ・バ ックハ ウス

といつた鬼才たちが訪れる文化的環境に育つた。成績がよく、チュー リヒ大学博士号を取得 して

いる。フランスの外交官 と結婚 したが、夫婦そろって同性愛者で、お互いを束縛せずに済んだ、

家柄 と莫大な資産、高い教 養と優秀な頭脳と鋭い感受性、文才 とピアノ演奏 とダンスの才能、外

交官特権、自由、 さらに美貌まで彼女は備えていた。

 しかし、幸せな人生を謳歌するに十分過ぎるこれらの特権を、彼女はナチスとの闘いに注ぎ込

み、疲れ切 り、心身を荒廃 させた末に、34歳 で この世を去つている。何を考えそのように生き

たのか、それを知 りたいと思 う人は少なくない。

 シュヴァルツェンバハの反ナチス性についてはA聡 廿Geo噛adouが すでに1994年 の博士論

文 「遊牧民の逃路 一 アンネマ リー ・シュヴァルツェンバハの世界 一 生涯 と作品研究」4で 議

論を展開し、シュヴァル ツエンバハが真剣に政治 と向き合っていたこと、エー リカ、クラウス ・

マン姉弟との見解の相違か らその真剣さが十分に理解 されなかつたこと、さらにシュヴァルツェ

ンバハ自身の理解ではナチスの影響下か らの脱出もナチス との対決だったことを解き明かして

いる。これはそれまで影響力のあつたCharles Hnsmayerに よる伝記 ―1987年 に再刊され

たシュヴァルツェンバハの長編ノ」説 『幸福の谷』に]Linsmayerが 編集者 として添えたもの5―

での金持ちの道楽とい うイメージを打破する画期的研究だつ鳥 そ して再刊に値する著作は 『幸

福の谷』だけと考えたLinsmayerの 判 断を否定するかのように、シュヴァルツェンバハの著作

は次々に出版 されてきた。近年はシュヴァルツェンバハ家のAles Schwaxzenbachが 親 族の強

みを生かして、誤解されてきた母娘関係の深層を暴き出し、シュヴァル ツェンバハ研究の分野で

4Georgiadou , A㈹U:Fluchtwege einer Nomadies. Die Welt Annernarze Schwar-enbachc Eine

 砺 鱒ucゐ ㎎ 別Lθ伽 αηゴ駈U㎡ 》ers雌t Fran㎞t(Dissertation)1994.
5T,incmayer , Charles:Leben und Werk Annemarie Schwaエzenbachs. Ein tragisches Kapitel Schweizer
Litera加rgeschichte. ln:Schwaxzenbach, Annemarie:刀 馳gl�(klicke 7'al.伽aη. lllit einem

biographischen Na(.hwort von Charles Linsmayer. Frauenfeld 1987, Sl159―224.シュヴァルツェンバハ生

誕百年を機に、若干の{鉦 を加えて単独で出版された、Linsmaye靖Chafles=14㎜ ㎜ 餌b 5励 照㎜ 加c血

Ein Kapitel tragische Schweizerliteraturgeschichte. Frauenfeld 200$.

                   -93一



最 も影 響 力 あ る研 究 者 とな っ て い る。6他 方 で、 ク ラ ウ ス ・マ ン研 究 者 で もあ るス イ ス ・フ ラ ン

ス語 圏 のDominique Miermont(G1℃nte)は1989年 と2004年 に 伝 記 を 出版 し、7Alus

Schwaxzenba(;hよ りも客 観 的 な シ ュ ヴ ァル ツ ェ ンバ ハ 像 を提 示 して い る。

以 上 の よ うに シ ュ ヴ ァル ツ ェ ンバ ハ 研 究 は最 近 二十 年 ほ ど で急 激 に発 展 して き た 。82008年5

月 を も つ て生 誕 百年 を 迎 え た今 、現在 の シ ュ ヴ ァル ツ ェ ンバ ハ 像 を ま とめ る 作 業 が 必要 で あ ろ う。

しか し従 来 の 研 究 に は 欠落 が あ る。 この 間 のパ レス チ ナ 問 題 や ア フ ガ ニ ス タ ン戦 争 、 イ ラ ン ・イ

ラ ク戦 争 、湾 岸 戦 争 、今 世 紀 の 対 テ ロ戦争 を背 景 にセ ン セ ー シ ョナ ル な 中東 に研 究 者 の 注 目が集

ま り、そ の他 の 地 域で の彼 女 の 活 動 と彼 女 の 思 想 との連 関 を解 き明 か す こ とは 疎 か に され が ち で 、

山 との 関 わ り も具 体 的 な事 実 が 紹 介 され る ばか りだ つ た 、本 稿 で は 彼 女 の反 ナ チ ス の あ り方 を 理

解 す る一 っ の ア プ ロー チ と して 、エ ン ガ ーデ ィ ン 谷 な ど 、山 の 果 した 役 割 を考 え る。とい うの も 、

彼 女 は ワ ン ダ ー フォー クシレで撚 …精 神 を 培 い 、エ ン ガ ー デ ィ ン谷 の シル ス に反 ナ チ ス の 仲 間 た ち

が休 暇 を過 ごす 「猟 師 の家(J臠erhaus)」 を用 意 し、 自 ら もそ こで 英 気 を養 つ て世 界 へ 飛 び 出

た わ け で 、山 は 反 ナ チ ス 作 家 と して の 彼 女 の拠sだ っ た か らで あ る。 それ に 例 え ば ワ ン ダー フ ォ

ー ゲル とい え ば 日本 で も1930年 代 に もた らされ たナ チ ス 時 代 の 遺 物 だ が
、本 場 ドイ ツ にお い て

は 「血 と土 」 の思 想 に容 易 に搦 め捕 られ て しま つ た 負 の歴 史 を抱 え て い て 、 ワ ン ダー フ ォー ゲル

とナ シ ョナ リズ ム の結 び 付 き が 本 質 的 で あ るか の よ うな 、筆 者 に と っ て残 念 なイ メー ジ が あ る の

だ が 、シ ュ ヴ ァル ツ ェ ンバ ハ な らば 逆 に ワ ン ダー フ ォ ー ゲ ル と反 フ ァ シ ズ ム の 関 わ りの あ り様 を

教 えて くれ る だ ろ う。

2.美 しい 人

sAlus Schwarzenbachの 著 した次の伝記は今後の シュ ヴァル ツェンバハ研究 で、最 も重 要な資料 となるに

違 い な い 。Schwarzenba(江Ale》ds:Auf der Schwelle des Fremden.伽Leben der Annemarie

Sehwalzenba(.h M�chen 2008。 「誤解 されて きた母娘 関係」 とは 、例えば 母親 が娘 の厨 性愛傾 向を抑 えよ

 うと、また は隠そ うと必死 にな り、それ を巡 る母娘 の対 立が あ つた とい うよ うな解 釈>Alus Schwarzenbach

は母親 自身が隠 し立て しない同性愛者 で、母 娘は強い愛 庸で結 ばれ ていた ことを明 らかに してい る。後 述す

る よ うに 、強 く愛 し合 うが ゆえ に葛 藤 が生 じたの で ある。 この件 にっ い ては 次の 論文 を参 照 の こ と。

Schwaizenbach, Alexis:。Der Anfang aller Dixige``. A皿iemarie Schwarzenb臘h und it皿e Mutter Renee

Schwaraenbach-Wille. hi:F臧nders, Walter/Rohr Sabine iHrsg.):Annemarie Schwarzenbach.

Analysen undErstdrucke. Mit einerSchwarzenbachBibliographie. Bielefeld 2005,5.21-43.

7Grente , Domitrique/M�ler, Nioo】e:五卸 加 α㎜ 轍Une blographie dAnnerrlarie Schwatzenbach.

Paris 1989. Miermont, D�inique Laure Annemarie Schwarzenbach ou le mal de lEurope. Biographie.

Paris 2004.後 者はA】QXIS S(,hwarzenbachの 伝記 に図版 の豊富 さで及 ばない ものの、内容の充実度 は勝る

 とも劣 らない。

eAisthesis社 が註6のF臧nders/Rohlf(2005)か ら間を置かず再 びシュ ヴァル ツェンバ ハ論 集を編 んだ こと

が シュヴァル ツ ェンバハ論 の盛 り上 が りを象徴 してい るだ ろ う。D㏄odらSofie/Schaffens, Uta(Eirsg.):

inside out Textorienk'erte Erkundungen des Werks uonAnnemarie Schwan-aerlbaclz Bielefeld 2008.
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 シュ ヴァルツェンバハといえば、まずその容姿が目を引く。『チボー家の人々』の作者ロジエ ・

マルタン ・デュ ・ガールが1932年 の 『アフリカ秘話』に 「アンネマ リー ・シュヴァルツェンバ

ハに捧げる、あなたが慰 めがたい天使の麗 しい顔でこの地上をさまよつておられることに4鮏謝を

込めて」とい う献辞を添えて彼女に贈つたことは、クラウス ・マンの自伝 『転回点』(第 七章)

で紹介 されたことから有名な逸話である。この美 しさはシュヴァルツェンバハ研究の動因ともな

ってきた。

 1987年 の シュヴァル ツェンバハ再発見を受けて書かれた最初の伝記、NiODIe M�ler、

Dominique Grente共 著の 『慰めがたい天使 一 アンネマ リー ・シュヴァルツエンバハの安 らぎ

のない生涯』(1989)は 、 「始ま りは...写 真 でした。」 とい う印象的な書き出しで、1987年 春

の 「アル ターク(Alltag)」 誌 の表紙を飾つたシュヴァルツェンバハの顔に心奪われたことから

語 り始める。

   この写真 は抗いがた く惹き付け、注意を引き、問いを呼び起こし、要するに、信 じ

  られ ない魅 力を放 ちま した。誰かが写真を強奪しようと本屋のショーウィン ドウを打

  ち割 つたとか。あり得まYoい ずれにせよ写真が私たちを強奪 したのでした。

   とにかくこの写真を見て下さい!一 体 どうして、この繊細に造形 された顔の独特な

  美 しさと、眼差 しから放たれ る計 り知れない哀 しみとか ら逃れ られるでしょうか!9

 熱 狂調 がまだ続 くが割愛する。この写真 とい うのは写真家マ リアンネ ・ブレスラオアーが撮影

したもので、Areti Georgiadouの 前 述の博士論文は、この写真l彼 女自身にとつては再刊され

た小説 『幸福の谷』の表紙写真 一 がブレスラオアーによって撮影された状況を解明するところ

か ら話を始める。この論文には対談がちりばめられていて、それがシュヴァルツェンバハの人柄

を巧みに浮き上が らせるのだが、ブ レスラオアーの話題の前に挿入 されたマルゴ ・フォン・オペ

ル10と の対談では写真の魅力が強調されている。

  A.G.:ど うして私が彼女について書 くのかと、質問されたことがあ りますよね?

  M.vO.:え え。

  AG.:こ の写真を見て、これが とっても素敵だと思つたん Yo

gM�ler , Nicole l Gren艶, Do面qqe:Der unitristliche囲 。伽ruhelose Leben der Annemarie

Schwazzenbach(ﾜbersetzt v Eliane Haltedorn/Barbara ReitaJ M�chen 1995,5.7.
10晩年のシュヴァルツェンバハと親しかった人物、夫は自動車会仕オペルの創業者の孫で、「ロケット・ブリ

 ッツ」の異名を持つブリッツ・フォン・オペル6プ リッツは持株の全てをGM#tに 譲渡して亡命した。
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  MvO.:あ ら、どうして?11

 シュ ヴァルツェンバハの弟ハンス(ハ ズィ)の 孫であるAlexis Schwarzenba(;hは 、写真集 『ル

ネ ・シュヴァルツェンバハ=ヴ ィレ ー 説明文付写真集』(2005)の 編 集後記にこう記す。

  写真 を見て、私は13歳 の大伯母アンネマリーの顔に魅了 されて しまつたのです。お

  よそ15歳 の ときに初めてその写真を見て、まさにそのとき、彼女のf稼 、ジャーナ

  リス トそ して写真家としての業績を再発見 しました。他の多 くの人たちと同様、私も

  アンネマ リーの息を呑むほどの美しさの虜 となりま した、私は彼女と写真の中の別の

  人物 たちとを繰 り返し見較べました。彼女の母親ルネ、弟 フレデ ィとハズィ、姉ズツ

  ァンネ、それに従姉妹グンダ レナ と。こんなにも美 しい人がこの家族に現われ ようが

  あ るとい うのが不可解でした。12

 見 る人にこうも衝 撃を与えるのは単なる美しさではない。女 とも男 とも違 う曖昧な妖 しさであ

る。それ ともう一つ。シュヴァルツェンバハはレンズに自然体で向き合 うことができた。それ ら

の秘密は彼女の家庭にある。

3.令 嬢 の生い立ち

 シュヴァルツエンバハの母親ルネは家族の写真を撮つてアルバムにま とめるのを趣味として

いた。彼女は14歳 か ら死の直前まで六十年以上に渡つて撮 り続け、アルバムに整理された写真

だけでも一万枚を超え、16㎜ フ ィルムも十時間分以上残 されている。 もちろんその陰に、ア

ルバムに入れ られなかつた、あるいはプリン トされなかった写真が存在す る。それだけの量 を

1883年 生まれのアマチュアが撮影したとい うのは特筆すべきことである。 この女性の娘 として

シュヴァルツエンバハは撮 られるのに慣れていた。彼女の持つ雰囲気が写真にそのまま収まるこ

と、それが彼女の写真が人々を魅了する理由の一つである。

 これだけ写真にのめ り込めたのだから、ルネは 自由な人だつた。さらに奔放とい う言葉を足し

た方がよい。乗馬の腕もスイス代表になるほどの名手だつた。ちなみにシュヴァルツエンバハの

弟ハンスは1960年 ローマ ・オ リンピック乗罵団体の銀メダ リス トである。ルネは男装を好み、

若い頃から女性への愛を公言した。 ヴァーグナー歌手のエミー ・ク リューガーと恋仲で、それは

不倫だつたのだが、エ ミーを家族の一員 として扱わせた。

u Georgiadou X1994), S.1.
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 ルネ の夫で、シュヴァルツエンバハの父親のアルフレー トは控え目な人で、妻の不倫を容認し、

折に触れて新 しいカメラをプ レゼン トして妻を喜ばせた。二人の間には子が五人いて、シュヴァ

ルツェンバハは第三子である。法学博士の聡明な父親 と活発で音楽好きの母親、その双方の長所

を取 り込んで、シュヴァルツェンバハは学問でも、乗馬でも、写真でも、ピアノやダンスでも非

凡な才能を発揮 した。また、父親の経済力は巨大なもので、絹の工業家 としてイタリア、フラン

ス、 ドイツ、アメリカに工場 を、ロン ドン、リヨン、ベル リン、ニュー ヨーク、ミラノに販売店

を展開し、およそ一万三千人の従業員を抱えていた。

 このように恵まれているシュヴァルツェンバハを束縛 したのは、自由を謳歌する母親だった。

その始ま りは早い。ノ」・学校に通い始めてほんの数週間後に狸紅熱で臥せ つた娘を、それを機 に付

きつ切 りになつたルネは、治癒後も虚弱を理由に二度 と小学校にや らなかつた。シュヴァルツェ

ンバハの姉ズツァンネは妹への依情贔屓を、母親の似姿(Ebehb且d)だ つたからと説明する。13

同性愛者のルネにとつて、同じ傾向を持ち、14外 見 も、やんちゃな性格も少年のような娘は愛 し

過ぎる対象で、娘の親離れは認 められなかつた。家庭教育は実に14歳 になるまで続いた。幸い

その後ギムナジウム卒業試験(1927年 秋合格)ま で学校で学び、ワンダーフォーゲルに参加す

ることも、同級生の女の子に恋することもできた。その頃の寮生活などは処女長編小説 『ベルン

ハル トの友人たち』(1931)に 描かれている。

 大学へは従姉妹のグンダレナと共に通った。1927年 の冬学期から始め、チュー リヒでの二セ

メスターの後、ソルボンヌで二セメスターを過ごして15ま たチュー リヒに戻 り、その間に歴史、

文学、哲学、心理学などを学んt す らりとした176cmの 長身にエレガン トな服をまとい、立

ち居振る舞いも貴族的、自分で車を運転 して通学 し、顔は性甥 杯 詳、とい う学生だつたから、学

生たちの視線を集め、彼女を 「殿下(lhre k�igliche Hoheit)」 と呼ぶ学生たちもいた。さらに

若=F23歳 に してチュー リヒ大学博士号を得て、16そ の直後に処女長編小説を出版する。

 この驚異的な学生が、さらに上を行く女性と出会い、社会のあり方に目を向けさせ られ る。そ

の女性とは、奔放な女優工一 リカ ・マンである。シュヴァルツェンバハは1930年9月 に ミュン

12Schwarzenbac】馬A】ex蛤(Hrsg.):Renee Schwazzenbach-Wille. BildermitLegenden―Z�ich 2005, S.155.
ia Geoxgiadou(1998) ,5.35.
141925年 にシュヴァルツェンバハは女性にしか恋愛感清を抱けないことをワンダーフォーゲルを指導してい

 た牧師エルンス ト・メルツに告白している。M�ler/Grente(1995), S.39.
15家からの解放を意味したが、完全に自由ではなく、従姉のグンダレナとエリザベートの二人が同伴した。
16異常に早い博士号取得と、博士論文と同時に処女長編小説を軸筆 していた事実から、富豪令嬢への優遇措置

 があつたのではないかという疑いが生じてくる。Kurt Wanuerは シュヴァルツェンバハの行った研究が先

 進的なものであり、その論文が歴史学の分野で親在もその価1直を失っていないことを報告している。Warmer,

 Kurt/Breslauer, Marianne:"wo ich」rrlich leichterf�le als anderskり`Amzemarre Schwarzenba(カ ロηゴ

 ihre Zeitin Graubunden. Chur 1998,5.21£
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ヘンでエー リカ と知 り合い、12月 にはその弟 クラウスとも仲良くなった。マン姉弟は シュヴァ

ルツェンバハの兄ローベル ト=ウ ル リヒ、姉ズツァンネ と同 じ年頃で、17マ ン家(母 方はプ リン

グスハイム家)は 上流に属 したし、さらに二人の父親 トーマス ・マンが1929年 にノーベル文学

賞を受賞 していたので、金も名誉もあって、加えてコスモポ リタンな文学青年という傾向までも

共通 していた。このころといえば、クラウスがジャン ・コク トーの 『恐るべき子 どもたち』を翻

案 した戯曲 『兄弟姉妹』をエー リカ、クラウス、名優 グスタフ ・グリュントゲンス、パメーラ ・

ヴェーデキン ト(作 家フランク ・ヴェーデキン トの娘)の 四人で主演 したのがこの年の11Aの

ことで、それ以前の1927年 にエーリカとクラウスは二人で世界一周旅行をしていたし、また翌

1931年 にエー リカはリッキー ・ノ〉レガルテンの挿絵で 『シュ トッフェルの飛行船』を出版 し、18

さらに1933年 元 日にはエー リカの劇団 「胡椒挽き」が初公演を行っている。男性中心の社会に

強い反発を覚えるシュヴァルツェンバハにとってエー リカは、自立していて魅力的で強い、女性

の鑑だった、

 マン家の人たちは皆、ナチスを嫌悪していたが、これがシュヴァルツエンバハにとって刺激的

だった。シュヴァルツェンバハ家はブルジョア、母方のヴィレ家は軍人で、親族は逆にナチスに

好感を抱いていた。特にヴィレ家には国を侵略か ら守る使命があって、脅威と友好を結ぼ うとし

た。具体的には1922年11月 にル ドルフ ・ヘスが党への寄付を求めてチュー リヒ近郊のシュヴ

ァルツェンバハ家を訪問している。ヘスは目的を達 したに違いない。 とい うのも1923年8月 に

は党首ヒトラーがチュー リヒのルネの弟ウル リヒ・ヴィレを訪ねている。その際 シュヴァルツェ

ンバハ家を交えて会食しているから、シュヴァルツェンバハはヒ トラー と言葉を交わしたはずで

ある。ヒ トラーのお膝元ミュンヘンのマン家が逆にナチスへの危機感一色 に染まつていたのは極

端なまでの対比だった。マン家に感銘を受けたシュヴァルツェンバハはナチスとの闘いを自分の

ものとして引き受けた。

 エー リカはある時は母とな り、19またある時は姉となり、両親から自立するよう発破を掛けた。

エー リカから見たシュヴァルツェンバハの欠点は、家庭や自分 自身のことにばか りかかず らつて

政治に目を向けられないことだつた。散漫でプライベー トな領域に留まるシュヴァルツェンバハ

の文学世界を眺める限り、mそ れはまっとうな批判だつたろう。ただしその文学は占有 しようと

17生まれた年がエーリカは1905年 、クラウス1906年 、ローベル ト=ウルリヒ1904年 、ズツァンネ1906儀
18エー リカ ・マン 『シュトッフェルの飛行船』(若松宣子 訳〉岩波書店2008年 、
isシュヴァルツェンバハはエーリカとの交際の初期から、手紙の署名に 「あなたの子(Dein Kind)」 という

 表現をよく用いた。
20彼女のノ」説の雰囲気はクラウス ・マンの初期小説群のそれによく似ている。例えば彼女の処女長編 『ベルン

 ハル トの友人たち』の場合、マンの長編J・説 『敬度な踊り』(1925)と の類1以性を指摘できる。どちらも芸

 術と同性愛がテーマで、少数の若者たちが散漫な物語を展開する。文学的傾向がよく似通っていたことがこ

                    .;



迫る母親からの逃避の場だつた。エー リカからの働きかけは母親を刺激 して過激化 させ、ただで

さえ抑圧された気持ちを必死になつて発散する必要のあつたシュヴァルツェンバハを、さらに追

い詰めた。彼女は愛す る母親 と愛するエーリカとの間で板挟みとなつて、激 しく苦悶する。

 そ してシュヴァルツェンバハはアル コール中毒、麻薬中毒になる。博士号取得後に作家 として

滞在 したベルリンで、上流家庭の躾から開放された反動からか、飲み明かし、まさに夜が明ける

までベ ッドに入 らない乱れた生活をしていたのだが、1932年10月 に親友ル ー ト・ランツホフ=

ヨーク21の 紹介でモプサ盟(作 家カール ・シュテルンハイムの娘)と 知 り合 う。モプサの愛人、

芸術家ル ドルフ ・カール ・フォン ・リッパーが麻薬を入手できた シュヴァルツェンバハは1932

年11月 、このモル ヒネを初めて服用する。23モ ル ヒネ初体験にマン姉弟が立ち合つた可能性す

ら否定できないが、そ うでなくとも、すでに麻薬に溺れていたクラウスが彼女の警戒L・を低めた

に違いないし、エー リカがシュヴァルツエンバハ家の母娘関係 を緊迫 させなかつたなら、エー リ

カ という高度な 目標が現われなかつたなら、シュヴァルツェンバハは麻薬に溺れず済んだかもし

れない。

 母親に迷惑していて、麻薬中毒で危機的な状態にあって、政治的な女性シュヴァルツェンバハ

の存在は、マン姉弟 との付き合い無 しには考えられない。ただし、姉弟 にとつてシュヴァルツェ

ンバハはそれ程には重要でな く、心底理解 し合 うには至らなかったようt

4.冒 険 の始ま り

 1933年 、ナチスが政権を握 り、ユダヤ人を中心に大勢が亡命 した。 このときシュヴァルツェ

ンバハは、冒頭で紹介 したように、亡命雑誌 「集合」の刊行に尽力 した。しかし彼女は編集者に

名を連ねていない し、非政治的なもの しか寄稿 していない。そこには表立って反抗できない理由

があった。

 シュヴァルツェンバハ家は単に資本家 としてナチスを支援 していたのではなく、心晴的にもナ

チスを応援 していて、アンネマ リー ・シュヴァルツェンバハにもナチスへの協力が期待されてい

た。そこに揺らぎが生 じるのは、ようや く1934年6A30日 の レーム事件(「長いナイフの夜」)

 の二人の信頼関係の基礎となったと考えられる。ただし、マンが亡命を境に目覚しい成長を見せたのに対し、

 シュヴァルツェンバハの方はあまり変化しなかつた。
21グ スタフ・キーペンホイアー社、クウェーリド社の共同経営者プリッツ・ランツホフの従姉妹、また、フィ

 ッシャー社経営者ザムエル ・フィッシャーの姪,Miermont(2008), S―66.
毘本名はテーア(ド ロテーア)。同名の母親と鴎rJして 「モプサ」と峨まれ.る。マン姉弟と親しく、クラウス・

 マンの 陪 鳳削 で作家ルネ ・クルヴェルの自殺を扱った場面(第 九章の最後)に モプサは印象的に登場す

 る。クルヴェルは同性愛者だつたが、彼女との結婚を望んだことがあった。Ebd.,5.101.
23Ebd .
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以降である。とりわけ母親ルネはナチスに強い共感を抱いていたし、その愛人はヒ トラーか ら賞

賛される歌手エ ミー ・クリューガーだつたから、取 り付 く島がなかった。

 そ うした状況で、亡命生活を始めた トーマス ・マンが、シュヴァル ツエンバハ家のあるボ ッケ

ンとは幅の狭いチュー リヒ湖を挟んで向かいのキュスナハ トに居を構え、エー リカはチュー リヒ

で劇団 「胡椒挽き」の公演を、クラウスはアムステル ダムで反ナチス文学の出版を始める。我が

子への愛時と亡命者への反感か ら、ルネは娘を引き戻そうと必死にな り、両家に強い愛情を抱い

ていたシュヴァルツェンバハは板挟みになつた。愛する両親 と親族のため、彼女にはマン姉弟の

ように堂々とナチスに反抗することができなかった。それで 「集合」の編集者に名を連ねなかっ

たのだが、それでも1934年6月 、ゲシュタポは 「扇動雑誌」である 「集合」との関わ りを理由

にシュヴァルツエンバハの ドイツ滞在禁 止処分を求め、それが認められる。

 この板挟み状況の深刻さを教えてくれるのが 「胡椒挽き」スキャンダルである。シュヴァルツ

ェンバハがペルシア旅行で不在の1934年11月16日 、チュー リヒでの 「胡椒挽き」の公演に 「フ

ロン ト(前 線)jと 呼ばれる右翼グループが集団でチケッ トを購入 して入場し、叫んだ りスパナ

を振 り回 した りした。現場を指揮 したのがシュヴァルツェンバハの従兄弟ジェームズ ・シュヴァ

ルツェンバハで、彼を含め二十四名が逮捕され、19日 の 「新チュー リヒ新聞」には、エー リカ ・

マンは共産主義者でスイスの中立を阻害していると中傷する、彼の投書が掲載 された。その後 も

扇動が続き、「フロン ト」の首領と目される人物も逮捕され、エー リカは誘拐の脅迫 も受けた。

警察の警備付でなければ公演できなくな り、12月 にはスイスでの公演を休止 した。

 エー リカは母親ルネ ・シュヴァルツェンバハの陰謀だと直感 し、盟 警察にもそ う主張した、シ

ュヴァルツェンバハの祖母クララ ・ヴィレが11月16日 の 日記に、 「胡椒挽きが襲われた、ブラ

ボー!」 肪 と記 しているくらいだから、そ うであっても不思議でなかった。しか し証拠はなかつ

た。ジェームズは警察で、エー リカがシュヴァルツエンバハを同性愛関係に引きず り込んだ、と

主張したから、26この事件の根底にあつたのはルネ とエー リカとの問でのシュヴァルツェンバハ

の奪い合いである。だからもしシュヴァルツエンバハがエー リカ と同 じ政治活動を したならば、

両家を一層深 く傷付ける結果となつただろう。 シュヴァルツェンバハは家族を安心させるため、

別シュヴァルツェンバハはルネ黒幕説を採らなかつた 「フロント」は 「胡椒挽き」を襲撃すればシュヴァル

 ツェンバハ家とヴィレ家が喜ぶことを知つていたから事件を起こしたのであって、ルネの責任はエーリカへ

 の敵意を隠そうともしなかったことだ、というのが彼女の分析だった、情報を糸急合する限りではそういう判

 断になる。
25Schwarzenbach(2008) ,5.223.
器 エーリカは、自分は女優テレーゼ・ギーゼと恋愛関係にあつて、シュヴァルツェンバハとの間にはそういう

 関係はない、と述べた。警察は知らなかった。ルネに厨性の愛人がいて、祖母クララだって子どもの頃は将

 校になりたかつたことを。警察はエーリカの性的誘惑がシュヴァルツェンバハ家の人間を怒らせた原因なの

 だと理解した。
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1935年5月 に フランスの外交官 クロー ド・クララクと結婚する。即

話は前後するが、1933年9月 に 「集合」の創刊号が出たのを朋 けると、シュヴァルツエン

バハは両家の争いを休止させるかのように、お10月 にオ リエン ト急行で旅立ち、七ヶ月かけて

トルコ、パ レスチナ、イ ラク、イランなどを巡っている。これに関してはそれ以前に、1932年

春か らシュヴァル ツエンバハとエー リカとクラウス、それにノ〉レガルテンの四人で二台のフォー

ドに分乗してペル シアに行 く計画があつた。ペルシアという目的地は1930年 に小説 『アレクサ

ンダー』を出 したクラウス ・マンと、歴史学者シュヴァルツェンバハ博士の意向で選ばれたのだ

ろう。 この計画に、SA(突 撃隊)の 攻撃対象であるがゆえに舞台に上がれなくなった女優エー

リカも乗 り気になつた。それにエー リカは1931年 のフォー ド社 一万キロレースの勝者である。

詳 しい事庸はクラウス ・マンの自伝 『転回点』(第 八章の最後)に 譲るが、ナチスの台頭に対す

る不安に耐え切れず出発二 日前にハルガルテンが自殺 し、実現しなかつた。29だ か ら一旦は行く

気になつで情報収集 したことがあつたので、それに作家としての成功 も求めて、中東ぺ旅立った

のだろう。 これが第一回オ リエ ン ト旅行で、生涯に四度、中東を旅 している。

 この時、シュヴァルツェンバハ博士は遺跡や発掘現揚を訪ねている。テヘ ランからクラウス ・

マンに宛てた手紙には、アメ リカ人たちが発掘 している現場を紹介 し、「そこで秋に三ヶ月間働

くことでほぼ決心がついたような気がしてま洗 」30と あ つて、実際にそ うした。マンの立揚に

立てば、とりわけ 「集合」の資金繰 りに苦労 しているところに、13世 紀の話や考古学の発掘の

話をされるのだか ら、何を能天気な、と非難したくなつて当然だろう。すなわち、マン姉弟の目

には、ヨーロッパ を離れ ることが、考古学に興味を抱くことが、逃避に思われた。 しか し当人に

とっては逃避でない。Georgiadouは こ う解説する。

所クmド ・ブルデュが結婚相手として有力だったが、1934年 にシュヴァルツェンバハが結婚の意志を伝え

 たときは彼の母親が死の床に臥していて、彼は承諾することができなかつた。シュヴァルツェンバハは1935

 年1月12日 に自殺未遂事件を起こしているくらいで、支えを必要としていた。クラウス ・マンも候補だつ

 たと思われるが、シュヴァルツェンバハ家から激しく憎まれているエーリカ ・マンの双子同然の弟は、シュ

 ヴァルツェンバハ家にとつて最悪の選択肢であつて、彼女には選ぶことができなかったと考えられる。シュ

 ヴァルツェンバハ家はプロテスタント、クララク家はカ トリソクで、テヘランでの結婚式に家族は参加せず、

 立ち合ったのは皮肉にもイラン駐在フランス大使で、クロード・ブルデュの母方おじだつた。Miermont

 (2008),5.157,167,178.
圏 懸念が的中し、この旅行中に 「胡棚免き」事件が起きた。
29た だ しその直後、シュヴァルツェンバハとマン姉弟は「緒に二度自動車旅行をしている。ヘルベルト・フラ

 ンツを加えてベニスへ行き、後にトーマス・マンの小説 『ヴェニスに死す』の舞台となるホテルに滞在し、

 それから三人でフィンランドへ行き、クラウス・マンの小説 『北への逃避』の舞台となるハンス・アミノフ

 家に滞在している。
3D Schwarzenbach , Annemarie�YVn-welri'en es schon zuwege bringen, das Leben`:Annemarie

 Schwazzenbach an Erika undKlausMann. Brzefe 1930-1942(Hrsg. v Uta FleischmanxﾜHerbolzheim

 2001,5.111.
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   ア ンネマ リー ・シュヴァルツェンバハはペルシアへのただの旅行者ではなく、つま

  り訪問者ではなく、この土地の広大な荒野に、没落 しつつある彼女の故郷である大陸

  の運命を映 し見て嘆 く女性になる。ペルシアの山々は世界苦、故郷喪失、そ して根無

  し草になることを表わす誇張 された書刮になる。彼女がジャーナ リス トとしてオリエ

  ン トで書いた文章でも、記事を支配するのは疎遠 さと喪失感だ、

   他方工一 リカ、クラウス ・マンはヨー ロッパの地で国民杜会主義に抗する闘いに積

  極的に関わることを自分たちの絶対の使命 と捉えていて、そこでは トーマス ・マンが

  ドイ ツ亡命者たちの最も重要な人物の一人になる。この時期に広大なアジアの孤絶 し

  た場所に赴いて、1934年 冬に発掘現場の風通しのよいテン トで泥の中に沈んでいる滅

  亡 した文化の残 り津を拾 うというアンネマ リー ・シュヴァル ツェンバハの行動は、マ

  ン姉 弟には理解不能だつた。それでこの友人関係に、二度 と完全に克服しようのない

  疎外感が生 じるのである。31

 Georgiadouは 、孤独から生み出された、根源的で汚れなきものへの憧れが、ゴーギャンにお

いては南の島に、ランボーにおいてはアフリカに向かったのと同 じで、シュヴァルツエンバハの

場合、クラウス ・マンのようにヨーロッパのホテルで孤独を味わ うよりも、オ リエン トに向か う

ことを選んだのだ と解説する。32彼 女は親兄弟たちとの縁を切ることはできなかった。それで彼

女は、ヨーロッパを飲み込んでゆくファシズムから逃れること自体を闘いとみなし、中東の辺境

で文明の根源 を見詰めることに意味を見出す6

5.ソ 連 の社会 主義、米国の格差社会

 ヨーロッパでファシズムの嵐が吹き荒れるなか、それに背 を向けるかのように中東、後にはア

フリカに行ったか らといつて、シュヴァルツエンバハが世界情勢に無知だった とか、政治か ら逃

避 したとかと考えるのは大きな誤解である。彼女は家庭環境からして経済と軍事に明るかつたの

に加え、積極的に世界を訪ねていた。認 特に強調 しておきたいのは、ソ連を二度、米国を四度訪

31Georgiadou , Apet江:。Das Leben zerfetzt S]CII m廿 血tausend StU(,ke`～Annemarie Schwarzenbach

 Rekonstruktion einer Lebensgeschichte. In:Willens, Elvira(Hrsg.):Annemarie Schwarzenba(血

 Autorin-Rei.sende-Fotografu2. Lbkumentation des AnnemariSchwarzenbach Symposiums in Sils/

 Engadin vom 25. bis 28. Juni 1998. Herbolzheim 2001,5.29-46, hier 5.125.
毘Georgiadou(1994)

, S.B.
認 シュヴァルツェンバハの世界紀行は次の文献で概観できる。Schwaxzenba(:h, Annemarie:Auf der

 ,Schattenseite. Ausgew臧lte Reaortagen, Feuilletons und Fotografien 1933-1942.(Hrsg. v Regina

 I}ieterle/Roger Perret)Base11995.
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れ、社会主義 と資本主義のあ り方をつぶさに観察 していたことである。

 1934年 夏 にソ連で開催 された国際イ稼 会議に、シュヴァルツェンバハがIE式 な招待を受けた

ことはあま り知 られていない。一緒 に行 ったクラウス ・マンの付添いとの誤解が多いようだが、

女性およびスイス人を代表 していた。麗

 「USSRの 印象はポジティブで、いくつかの点で納得のいく見事なものlそ りゃあ、ここで

は愚かなユー トピアが実現されて、コロンブスの卵を頭の上に置いたようなものだけど。」35と

書かれた彼女の原稿が残つていて、これ と同じ調子の手紙で資本家の父親を失望させた。まだス

ター リンによる粛清の嵐が吹き荒れる前で、彼女は労働者たちが小説を,,,.・に読む姿、ゴーリキ

ーが
、党の見解に反 して、あらゆる戦争に反対 したことに感銘を受けた。ソ連にいろいろ問題が

あつても、それはヨーロッノ儲 国よりひ どいということはなく、それにヨmッ パで流布されて

いるソ連の姿は言正 で済まない根本的に間違ったものというのが彼女の印象だつた。

 クラウス ・マンの考えは、ナチス問題の解決が根本的な解放をもた らす というもので、シュヴ

ァルツェンバハはそれに共感できず、ヨmッ パの没落 と社会主義の勃興とい う図式の方がどち

らか とい うと納得がいつた。彼女はスイスに戻 らず、文明の根源を見詰めるために再びペルシア

に向かった。ちなみに1937年 にモスクワを再訪 してヨハネス ・R・ベ ッヒャーと話 した際に、

彼の態度から、ソ連が全体主義に変質 した ことを知る。36

 また1936年 か ら38年 ま で三度に分けて、米国の貧困社会について現地調査を行なつている。

フランクリン ・ルーズヴエル ト大統領のニューディールでは、写真家のチームを編成して貧困状

況の調査力桁 われたが、シュヴァルツェンバハはバーバラ・ライ ト37と 二人でその手法を踏襲 し、

黒人の多い地域を写真に収めて回つた。スイスの出版社からは作家の紀行文 を期待 されたのだが、

彼女はジャーナ リス トに徹 して、米国社会の闇の深さを浮かび上がらせた。銘 シュヴァルツェン

バハ家は弟ハンスを米国に派遣して、シュヴァルツェンバハ家の工揚を訪ねたこの二人のジャー

ナ リス トを断固として立 ち入 らせなかった。そうせねばならないほど、彼女らの写真には資本主

顕唯―のスイス人女臨 他の国では妻あるいは秘書として作家に同伴した女性は少なくなかつたが、作家とし

 て招待された女性は少なかつた。尤も、知名度力砥 くて愛らしいシュヴァルツェンバハは、他の作家たちか

 らクラウス ・マンの付添いと誤解されていた。この会議については次の論文が詳しい。Geoxgiadou, Areti=

。Die unendliche Trauer血Herzen``. Annemarie Schwarzenbach(1908―1942)in der Sowjetunion. ln:

 Brack, S血one u.a.(Hrsg.):Jahrhundertsrlucksale.」Frauen加sowjetischen、 翻 Berlin 2003,
 5.210-215.
35Annemarie Schwarzenba(;h(1995) , S.51―
36M沁 ㎜o就(2008) , Sl233.
37夫 クロード・クララクはシュヴァルツェンバハとの結婚以前、ライ トとの結婚を考え自分の両親に紹介した

 こともあつた。Eb(1,5.189.
認Schwaxzenbach , Annemarie Jenseits von New】fork. Ausgew臧lte Reportagen, Feuilletonsαηゴ

 Fotografren aus den USA 1936-1938. iHrsg. v lioger Perret)Base11997.
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義の生んだ格差社会を糾弾する力があった。シュヴァル ツェンバハが、ファシズムの敵である米

国を美化するマン姉弟 と立場を異にしていたことは言 うまで もない。

 シュヴァルツェンバハはジャーナリス トとして ヨー ロッパ、ソ連、中東、アメ リカを丹念に見

て回り、社会の様々な闇に目を向けていた。彼女のルポル タージュと写真か らは、社会の悪に立

ち向か う真剣な姿勢が感 じ取れる。彼女の表現と行動はそれだけの広い知識と体験 と熱い志に裏

付けられていた。 しか し反ナチス活動が自由にならない状況で、焦燥感に苛まれながら、文明の

根源や 自分探 しといった、より本質的事柄を志向する。向か う先の一つが山だった。

6.上 ヘ

 シュヴァルツェンバハは1933年 ごろから、友人たちを泊められる家を持ちたい と考えていた。

それで、父親の同意を得られず購入はできなかったが、1935年1月1日 よりエンガーデ ィン谷

のシルスに 「猟師の家」を借 りた。39家 賃負担は重かったが、シュヴァルツエンバハ家が世界恐

慌後の経営不振に喘いでいて、父親に家を建てもらうとい う希望は最後まで叶わなかつた。小道

を挟んで向かいの小さめの家に移つた り、地元の牧師に家賃を立て替えてもらつたり、家賃を稼

ぐためにコンゴに行 く仕事を引き受けた りして、なんとか死ぬまで家を借 り続 けた。死に至った

自転車事故のときは、no父 方 祖母の遺産でその家を購入する手続 きに行 くところだった。手放せ

ない拠点だったのだ、

 山との関わ りを振 り返ろう。幼少の頃、一家はチュー リヒの街中から郊外の風光明媚な地所、

ボツケンに引っ越 した。子どもが五人に増えて手狭になったこと、そちらの方が父親の事務所に

近かつたことが理由である。遺伝的に心臓 の弱かつた父親は、長い日寺間かけて散策するのを 日課

とし、子どもたちを連れ歩いた。その影響があってか、シュヴァルツェンバハは1924年 か らワ

ンダーフォーゲルに参加し、1925、26年 には機関誌 「ワンダーフォーゲル(Wandervogel」 に

三度寄稿 している。彼女は青年牧師エルンス ト・メルツの指導するワンダーフォーゲルを通 じて

批判精神に 目覚めた。 山歩きを楽 しむ彼女が特に気に入つた場所がエンガーデ ィン谷だった。

「猟師の家」を借 りる前から、エーリカ ・マンに宛てた手紙には、「エンガーディン、完全にな

じんでいるわが家で、南の暖かさと青い空がとっても素敵で、それに信 じられないくらい雪原で

遊べるところ」(1930年12月24日 付)、 「エンガーディン、他の どこよりも確実に行動できて、

細彼女の希望通り、マン姉弟、テレーゼ ・ギーゼ、クロー ド・クララクその他の仲間たちが、シュヴァルツェ

 ンバハが不在のときにも逗留した。もちろんクラウス ・マンはここでノ」説を執筆し、代表作 『メフィス ト』

 (1936)の 題名を思レM寸いたのもここである。
如自転車で転倒した結果として死亡したのではなく、精神病治療に問題があつた可能性がある。なぜなら事故

 による怪我は軽傷だったし、得意の自転車で転倒したことも不可解である。この点については今後の調査が

 待たれる。
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軽い気分でいられる私に 〈ぴつた りの〉土地」(1932年12月24日 付)と 書かれていた。41世

界 的に有名なこの景勝地を初めて訪れたのは12歳 の ときで、それか らは年明けの数 日を家族と

ここで過ごすのが習慣 になった。1925年 秋 から二年間は下エンガーディンの女学校で学び、チ

ュー リヒ大学に提出した博士論文の題 目は 「中世および近世初めの上エンガーディンの歴史につ

いて」。姐 彼女はこの地に魅了されていた。

 彼 女にとつても う一つ 重要な山地が、新婚のときに避暑のキャンプ生活をしたテヘラン近郊に

ある標高二千五百米のラール谷だが、これについては代表作 『幸福の谷』およびオ リエン ト旅行

と絡めて稿を改めて取 り上げたい。

 1933年 に書かれた長編1・説 『上への逃避(Fluchtna(:b oben)』 が彼女の垂直志向を表わ して

いる。この題名はクラウス ・マンが翌年出版した長編小説 『北への逃避(Fluchtirr den Norden)』

と似ていて、 しかもマンは1932年 にシュヴァルツェンバハ とフィンラン ドに行つた体験を下敷

にし、主人公 ヨハナのモデルも紛れもなくシュヴァルツエンバハ というわけで縁は深いのだが、

この 『上への逃避』はインスブルック近くのスキー場のスキー教室を舞台とする全 く別の小説で

ある。彼女の処女長編j・説 『ベル ンハル トの友人たち』が極めて狭い人間関係 しか描いていなか

つたのに比べれば、登場人物が多い分だけ視野を広げた小説であり、政治的な雰囲気は薄いもの

の、反ナチス小説 として見れば、リッキー ・ハルガノレテンを自殺へと誘った時代の風潮を捉えて

いた。クラウス ・マンらはこの作品を評価 したが、反ナチス的であるがゆえに出版できなかつた。

原稿は行方不明となつたが、幸い1997年 に発見され、1999年 に出版されている。

 ボ ッケン、エンガーディン、ワンダーフォーゲル を軸とするシュヴァルツェンバハの山は、軽

い山歩きとスキ―一の世界である。上で紹介 したエー リカ ・マン宛ての手紙の内容からして、彼女

は澄んだ、素朴な世界に安らぎを求めていたのだろう。ところが意外にもその彼女が、数々の初

登頂を記録 した登山家に強く引き付けられて、彼の伝記を執筆する。一体どうい う気持ちが、そ

こに働いたのだろ うカ0

7.登 山家ザラディン

 スイスの登山家ロー レンツ ・ザラディン(1896-1936)は 南北アメ リカで武者修行 した後、

カフカスでい くつもの初登頂を果 し、1936年6月 、天山山脈第二の高峰ハン ・テングリ娼 登頂

41Almemaぬe S({hwa配eh匿)ach(2001)
, Sl42,82.

覗Schwarzenbach , Annemarie。 施 翻 蜘 烈π6b曲 肋掬由50㎞ 塑曲 ε加1堕 ―'ttelalter zmdzu Beginn

 derNeuzeit"Universit舩 Z�ich ipissertatioxﾜ1931.
娼 当時は標高7 ,200米 とされ、世界最北の七千米峰かつ天山山脈最高峰と考えられていた。新しい測量では標

 高6,995米 で、万年雪を含めれば七千米超、最高峰の称号をポベーダに譲つた今も山容が美しさから人気が

 ある。ヒマラヤの八千米級に相当する難しい山で、登頂したザラディンは一流の登山家だったといえる。
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後に麓で病死 した。その存在をシュヴァルツェンバハは1937年5月 、チュー リヒで知る。必

 高峰への登頂の成否を左右するのは、登山家の能力に加えて気象である。気象次第で難度は大

きく変化する。遠征には数週間を要するので、天気の安定する季節に挑戦ナるのが基本 となる。

ザラディンは経―験豊かな登山家だつたが、ソ連か らのビザ発給が遅れて、有利な時期 を逃 した。

それが彼の死の遠因となつた。菊 政治性の薄そ うなこのテーマに、46シ ュ ヴァルツェンバハは

のめり込む。スイスでタクシーi転 手をしていた、ザラディンの弟から委任状を受け取ると、遺

品を引き取りにベル リン経由でモスクワへ行く。独 ソ不可侵条約 より前のことである。モスクワ

で生き残つた隊員たちの話を聴き、ザラディンのカメラで撮影された千二百枚のネガと彼のメモ

を入手した。その後ス トックホルムからクラウス・マンに宛てた手紙には、ザラディンについて、

「彼の名前は私の意識の中で大きな、そ して全 くもって活き活 きとした役割を演 じています」

(1937年6月2日 付)47と そ の影響の大きさを記 している。 山登 りが全てとい う登山家の何が

彼女の琴線に触れたのだろうか。

 このモスクワ行きの成果である伝記 『ローレンツ ・ザラディン ― 山に捧げた生涯』(1938)

は、シュヴァルツエンバハの生前に最も売れた著作だが、後に入手困難 となつていた。 しかし山

好きの作家工一ミール ・ツォプフィによって蚤の市で古本が発見され、2007年 に再刊 されてい

る。これは登山家の自伝 と遜色ない的確な表現で仕上げられていて、著者シュヴァルツェンバハ

が登山技術その他を十分に理解 していることがわか る。彼女のように山並みを望む高原に住み、

辺 りを散策するの と、登山家として頂を目指 して禁 じ上るのとは確かに別物だが、アルプスは、

日本版のそれ と違って、アルプと呼ばれる草原が広が り牧畜が行なわれていてアプローチがよく、

山登 り(klettern)よ り容易な山歩き(wandem)の 範 囲は日本におけるよりも遥かに広く、両

者の世界は隣 り合つている。娼 だからシュヴァルツェンバハにも、ザラディンの生きた世界を理

必それが本人の主張だが、ところが1936年6月22日 付の 「チューリヒ画報」にシュヴァルツェンバハとザ

 ラディン両方の顔写真が同じ頁に掲載されている。Schwanenbach, Annemarie:Lorenz Sala(血F,in

Leben izir die Beige. Herausgegeben und mit einem Essay versehen von Robert Steirer und Emil Zopfi.

 Base12007,5.248£.
菊寒さの緩む時期を逃 してしまったことの他にも、失敗の要因はいくつも挙げられるが、高所順応が不足して

 いたがゆえの高山病が大きな近因だろう。ただし、早く入山できていたなら、高所―頂応に日≒澗 を割いたに違

 いなく、やはり寒さが深まってゆく切迫感が登山隊を死のスパイラルに追い込んだと思われる。
ns高峰への登頂は国の蜘言を賭けた事業だつたので、実際は政治と深く関わり、ザラディンの死についてもソ

 連側から参加した隊員に暗殺されたとする説が根強かつたが、シュヴァルツェンバハはそうした側面に興味

 を示していない。
a7 Annemarie Schwarzenbach(2001) ,5.158.
娼 ここでは山岳部とワンダーフォーゲル(ワ ンゲル)部 の違いのようなことが問題なのではない

。日本の高山

 は深い森と森林限界の荒野とから構成された人里離れた分け入り難い領域だが、ヨーロッパでは森林限界を

 越えたところまで牧畜の行なわれる里山の領域で、麓から日帰りで歩ける範囲が格段に広い。山の有り様が
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解できたのだろ う。

 しかし理解できたにしても、やは り山歩きと山登 りは違 うし、ましてやザラディンのそれは極

限への挑戦である。彼の何を評価したかが、彼女の内面を映 し出す鏡 となる。彼女の関心の所在

は次の箇所か ら読み取れる。49

  ずば抜けてエネルギッシュだつたけれど、彼に並外れた才能があつたと主張する人は

  きっ といない。 しかし彼は山のために生きた。彼にとつて人生を意味した山とい う媒

  体に よつて生きた、と言えるかもしれない。彼の信仰告 白の素朴さ、生き方の一貫性

  は どんな批判も寄せ付 けないし、解説しようとするどんな試みも嫉ノJ叱になって しま

  う。50

 過 酷な山登 りに付きまとう山への一途 さへの感嘆は、 「山に捧げた生油 とい う副題にも表れ

ている。すでに見た通 り、逆にシュヴァル ツェンバハは多才だった。歴史学者で、小説家で、フ

ォ トジャーナ リス トであつた し、若い頃は、痙攣のため断念したが、ピアニス トにもなれそ うだ

つたし、ダンスでも非凡な才能を見せた。乗馬でもそこそこ活躍した。山が全ての登山家は彼女

と正反対だった。

  世界 中のアル ピニス トたちに名前が知れて、もし紀行文を書いて写真集を出版 して欲

  しい と求められたなら、彼はその至極当然の名声を存分に利用 し堪能することができ

  たはずだった。今でば馴染みになって、登頂 して名を付けるべき頂がまだ沢山あるカ

  フカスに引き返すことも容易に可能だったはずだ。カフカスはザラディンにとって確

  かな投資の ようなものになり得たはずだった、彼が財産 と安定に意味を見出しさえし

  たな ら。しかし彼はそんなことを考えなかった。かつてローレンツ・ザラディンを 「徒

  歩旅 行者気質」と呼んだ人がいる。 この表現は少なくとも今どきの―部 の老年スイス

  人 の特性を言い当てているか ら、ザラディンにも当て嵌まるかもしれない。彼はどん

  な企 画にも新たなやる気 と新たな勇気を見出し、長く苦 しむことなどなかったのだか

 異なる。
娼ツォプフィはシュヴァルツェンバハが写真家の立揚から、ザラディンが撮影した写真の芸術性と民俗学的価

 値を評価したと考えている。しかし彼女の謝 ・た伝記は写真ではなく彼の人格に注目しているし、民俗学的

 興味であれば、自分で撮影 して回ったことだろう。ツォプフィの説明は不十分である。Annemarie

 Schwarzenbach(2007),5.249.
50Eb〔1,5.95.
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  ら。51

小説家としては成功しなかつたシュヴァルツェンバハは紀行文を書き、それに自分の撮影した

大量の写真を添えた。親の財産にも頼っていた。家族を気遣うせいで、マン姉弟のように堂々と

反ナチス活動を行うことができず、『上への逃劃 も出版できなかった。つまりザラディンにつ

いてここに書いたことは、彼女自身のあり方の裏返しである。52シュヴァルツェンバハはザラデ

ィンの生き様を振り返りつつ、自分を見詰め直していたのだ。山という馴染みの世界で繋つてい

たからこそ、彼女と正反対のザラディンが特に印象深くて、資料収集に突き動かされたのだろう。

 ザラディンの伝記が書き上げられたのは、翌1938年 の麻薬中毒の隔離療法中のこと。米国の

貧困状況のルポルタージュの仕事のため彼女は疲れ、麻薬に溺れていた。にもかかわらず彼女の

活動は目覚しいものである。3月 、併合されたばかりのオーストリアに乗り込み、「胡椒挽き」

のピアニスト兼作曲家マグヌス ・ヘニングを連れ出すと同時に、亡命者とオーストリア国内の抵

抗者との繋がりを作ることを試みる。ミュンヘン会談の9月 にはプラハをルポルタージュする。

スイス航空が特男磯 を用意 して彼女を含むスイスのジャーナリストたちを帰国させたというそ

の結末から、緊迫の度合いが知られる。そして翌年には自らハンドルを握りアフガニスタンへ行

き、そこで第二次世界大戦の勃発を知る。ザラディンの生き様に束1轍を受けて、必死に行動した

ように見える。

 彼女の最高傑作といえるであろう長編小説 『幸福の谷』の執筆を始めたのも、1938年 秋、『ロ

ーレンツ・ザラディン』出版後のこと。『幸福の谷』での孤独な、底無しに切ない自分探 しの堂々

巡りには、孤高の人ザラディンに対する引け目が潜んでいるのだろう。例えば次の引用は主人公

が発掘の仕事を辞めた後の場面である。

   君たちは問う、

  「何を目標にしてるんだい?」

   私は訂正する。鷹や猟犬を使って追跡できるような目標は私にはないのだと。

   さらに私は付け足す。私は恐れることを学ぶために出かけただけなのだと。

   すると君たちは私に警告する、

  「君はぼくたちの礼儀作法や貫習から外れている。考えてみろ、人は拠りどころを必

  要としている。だから道徳が発明され、神官に権威が与えられたのだ。気づくんだ、

ei Ebd ,5.113.
52ツォプフィはそれを労働者階級と資本家階級の差と理解する。その差が土台なのは事実だが、しかしシュヴ
 ァルツェンバハが注目しているのはそこではない。Eb乱, s.255.
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  罰せ られないはずが...こ れ は君の幸福に関わることだよ」詔

 シ ュヴァルツェンバハは 「私たち」、「君たち」が誰を指すのかを曖昧にするのを常套手段 とす

る。胆 この 「君たち」は主人公の内面の声と考えればよいだろう。ここには多才であるがゆえに

目標を定められない主人公のあ り方が否定的に描かれている。拠りどころの無さに苦悩する主人

公の対極にあるのが、一つの目標に没頭できる人間である。シュヴァルツェンバハの念頭にはザ

ラディンの姿があったに違いない。

 口」は登山家に とって 目標である。それも、自然の脅威に身を晒す過酷な世界だけに、全力を尽

くす ことを要求され る目標である。しか し、シュヴァルツェンバハにとっての山は、それ と正反

対に、羽根を伸ばす場所だった。エー リカ―マンのように行動できないことに悩んでいた彼女は、

馴染みある山歩きと陸続きの世界にある山登りに人生を捧げたザラディンを知 り、自分の限界を

超えるきっかけを掴んt それ でも彼女は自身を克服できなかったのかもしれないが、そこを巡

るせめぎ合いのなかで 『幸福の谷』とい う優れた小説が生まれた。山はシュヴァルツェンバハを

癒 し、彼女を行動へ と誘 つた。

硲Annemaガe S6hwarzenbadl(1987) , S.77.
麗Henke , Silvia:Annemarie Schwarzenbachs Prosa zwischen Flemde und Entfremdung.丘1:F臧nders/

 Rohlf(2005), S.139-152, hier 5.147.
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 Der antinazistische Widerstand von Annemarie Schwarzenbach 
 — In Verbindung mit Erika und Klaus Mann , sowie Bergen — 

TAKEDAYoshiki 

  Seit 1987, der Wiederentdeckung der Schriftstellerin Annemarie Schwarzenbach, 

entwickelt sich die Forschung über diese Schweizerin. Früher hielt man sie für eine 

reiche Dilettantin, die die exilierte, deutsche Literatur bloß mit Geld unterstützte, nun 

hält man jedoch für eine antinazistische Kämpferin. Obwohl Schwarzenbach sowohl 

die Tochter des Kapitalisten, Enkelin des Generals und Doktorin der Universität 

Zürich war, als auch musikalisches, motorisches und literarisches Talent hatte, wollte 

sie nicht vor der faschistischen Welt in ihren Privilegien zurücktreten, sondern 

kämpfte bis zur Erschöpfung gegen den Nationalsozialismus. Ihr politisches 

Engagement ist daher sehr bemerkenswert. Im vorliegenden Aufsatz wird dieses in 

Verbindung mit Wandern und Klettern betrachtet, da sie ihren Hauptsitz in einem 

ruhigen Jägerhaus in Engadin hatte und dazu noch vom schweizerischen Bergsteiger 

Lorenz Saladin tief beeinflusst wurde. 

  Die Familie Schwarzenbach war Bourgeoisie, militärisch und auch pro-nazistisch, 

weshalb es Annemarie Schwarzenbach sehr erstaunte, als sie die antinazistische 

Familie von Thomas Mann kennenlernte. Wegen der Schwarzenbach ähnelnden 

Geschwister Mann, Erika und Klaus, wurde sie eine antinazistische Kämpferin. Das 

war nicht leicht, weil die Familie Schwarzenbach, besonders die lesbische Mutter, ihre 

schöne Tochter den Geschwistern Mann nicht unbedingt überlassen wollte. Da gab es 

heftige Konflikte, wie z.B. der Pfeffermühlen-Skandal. Um diese Konflikte mäßig zu 

halten, sollte Schwarzenbach nicht entschieden wie Erika Mann sein. Schwarzenbach 

suchte ihren Kampf im Orient. Ihr Gedanke war so wesentlich, wie ihr die Ausgrabung 

in Nahost einen Kampf gegen den Vernichter der Zivilisation, und zwar den Nazismus, 

bedeutete. 
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  1937 hörte Schwarzenbach vom Bergsteiger Lorenz Saladin, der nach der 
 Besteigung Kahn Tengri gestorben war. Sofort fuhr sie nach Moskau und brachte 

Saladins Nachlässe in die Schweiz. Warum gab sie sich für den Bergsteiger so große 
Mühe? In ihrer Biografie über Saladin, deren Titel „Ein Leben für die Berge" lautet, 
lobt sie seine Konsequenz, und zwar dass er nur ein Ziel, das Bergsteigen, gesucht 
hatte. Im Gegensatz dazu hatte Schwarzenbach viele Talente und somit viele Ziele, 
weswegen ihr ein Halt fehlte und großer Erfolg ausblieb, und sie sich unglücklich 
fühlte. Sie nahm sich den einfachen Mann Saladin zum Vorbild eines tuenden Manns. 
Nachdem sie das Leben Saladins gekannt hatte, fuhr sie ins, von den Nazis eroberte 
Österreich und Tschechien und arbeitete dort als Antifaschistin. Durch Saladin fand sie 
den Mut, den Nationalsozialismus zu bekämpfen. Also schenkten ihr die Bergen 
sowohl große Ruhe als auch tapfere Taten. 
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